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○消防団長あいさつ/平 成21年度幹部紹介

○新分団長/新 任団員紹介

○大船渡市消防操法競技会
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一

新

消

防

団
養

あ

い
さ

つ

日
ご
ろ
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
消
防
団
に
対

す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
4
月
に
、
消
防
団
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
て
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
そ
の
重
責
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
が
、
全
身
全
霊
で
務
め
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る

な
か
、
大
船
渡
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

火
災
に
あ

っ
て
は
こ
こ
数
年
で
例
を
見
な
い
勢

い
で
発
生
し
、
昨
年
の
11
件
を
す
で
に
上
回
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
四
月
に
特
別
敬
言
戒

(夜
敬言
)
を
実
施
し
、
特
に
も
建
物
火
災
の
発

生
抑
止
を
図
り
ま
し
た
。

自
然
災
害
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
も
大
き
な

被
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
外
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
発
生
し
、
い
ま
だ

つ

め
跡
が
残
る
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
や
、
い
わ

ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
広
範
囲
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
防
災
の
中
核
で
あ
る

大

船

渡

市

消

防

団

団

長

今

野

武

義

消
防
団
の
充
実

・
強
化
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て

全
団
あ
げ
て
団
員
確
保
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
団
員
数
は
い
ま
だ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
地
域
に
密
着
し
、
若
者
に
魅
力
あ
る
消
防

団
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
勧
誘
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
厳
し
い
の
が
現
実
で
す
。

現
団
員
の
8
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
団
員
の
確
保
や
団
活
動
は
、
事
業
所

の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
何
よ
り
も
ご
家
族
の
ご
支
援
が
不
可
欠
で

す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
頂
き
な
が
ら
、
今
後
も
団
員
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
今
ま
で

以
上
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
大
船
渡
市
消
防
団
は
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
大
船
渡

消
防
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
の

安
心

・
安
全
の
確
保
の
た
め
に
さ
ら
な
る
精
進

を
重
ね
ま
す
こ
と
を
、
強
く
決
意
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
方
の
な
お

一
層
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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副 分 団 長

 

長団分部

 

本団

回

団 長 今 野 武 義 団付部長① 美 野 清 隆 第1分 団 鈴 木 修 第1分 団 出 羽 司 孝

副 団 長 新 沼 竹 美 団付部長② 佐々木 利 光 第2分 団 佐々木 義 幸 第2分 団 志 田 寿

副 団 長 佐々木 正 男 団付部長③ 井 上 建 第3分 団 佐々木 啓 一 第3分 団 西 山 春 仁

副 団 長 新 沼 哲 団付部長④ 浅 野 芳 政 第4分 団 村 上 博 第4分 団 近 藤 良 也

本 部 長 瀧 澤 英 喜 団付部長⑤ 平 塚 正 第5分 団 鈴 木 満 広 第5分 団 森 松 男

副本部長 猪 股 拓 也 団付部長⑥ 千 葉 耕 成 第6分 団 齋 藤 節 第6分 団 田 村 文 利

!'?ノ ー一.

蒙驚

団付部長⑦ 田 村 清 第7分 団 橋 本 光 雄 第7分 団 中 村 則 行

団付部長⑧ 鈴 木 康 一 第8分 団 吉 野 清 第8分 団 千 葉 桂

団付部長⑨ 杉 山 敏 郎 第9分 団 佐 藤 武 第9分 団 金 野 正 光

団付部長⑩ 村 上 善 武 第10分 団 千 田 岳 明 第10分 団 川 崎 正 弘

団付部長⑪ 山 田 伸 第11分 団 酒 田 初 男 第11分 団 及 川 一 巳

団付部長⑫ 小 坪 和 人 第12分 団 佐 藤 善 公 第12分 団 田 中 仁 一
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第3分 団長 第5分 団長 第6分 団長 第7分 団長

佐々木 啓一 鈴 木 満 広 齋 藤 節 橋 本 光 雄

歴代の分団長に恥 じな い5分 団の伝統を引き継ぎ、団員

よう頑張りたいと思います。 とともに頑張りたいと思います。

第8分 団長

吉 野 清
第10分 団長

千 田 岳 明

㌣ ノ

ニな ヨ

圏'一

々 ♪
義勇愛郷の精神のもと、頑

張っていきたいと思います。

第11分 団長

酒 田 初 男

分団長を拝命し、責任の重さに 地域住民の安全と消防団員の 地域防火 ・防災のため、全力

身の引き締まる思いでおります。 加入促進に努めてまいります。 でその使命を果たす覚悟です。

冬 が ひ

町民の皆様の期待を裏切ら

ないよう、頑張っていきます。

等1砿2」草彦罰任消防」韮 辻 H21.7.31現 在

1-1 山 口 将 治 4-6 古 坐 有 7-2

■所霞雇澗 闘 啓 囎 蔭■ 嗣 臨 ・』雇■'.・ ■蔵…■ 翼 麗 ・』転…■ ・ 一

山 口 達 也

9-3
平 山 裕 介 10-3 佐々木 一 幸

1-3 熊 谷 章 太 5-1 磯 谷 雄

7-3

伊 藤 大 寿 佐 藤 康 司 11-1 及 川 善 裕

1-4 及 川 顕 5-2 笠 原 大 広 伊 藤 篤 志 9-4 鈴 木 英 行 11-5 山 崎 武

2-1 菅 原 友 哉 6-1 志 田 裕 将 熊 谷 義 人
9-5

佐 藤 建
11-6

川 畑 太 郎

2-2 藤 村 勉 6-2 金 野 裕 也

8-1

高 橋 健 太 佐々木 康 元 冨 澤 政 弘

2-3
小野寺 秀 司

6-3

大 森 尚 千 葉 秀

10-1

村 上 卓

12-1

白木澤 朋 宏

松 川 直 史 廣 澤 穣 今 野 一 洋 福 山 貴 史 渡 邉 秀 一

4-2
村 上 将 也 伊 藤 崇 文

8-2
及 川 直 哉 新 沼 新 野 間 景

近 藤 祐 喜
7-1

中 川 亮 平 千 葉 敏 裕 10-2 鈴 木 昭 雷 金 野 大 嗣

4-4 後 藤 俊 介 志 田 雄 輔 8-3 菅 生 旭 10-3 米 澤 大 樹 計49名

冗 二づ

圃
一1

,ZR・ゲ; 藷扮
所属

第1分 団
第3部

氏名

熊 谷 章 太

年齢25歳

特技 ソフトテニス

好きな女性のタイプ

優しい人

先輩から一言

楽しみながら消防団にな
じんでもらいたいと思います。

頑張れ、ルーキー!

所属

第2分 団
第2部

氏名

藤 村 勉

年齢19歳

特技 バスケットボール

好きな女性のタイプ

今の彼女が最高のタイプです里

消防団に対しての希望

入団したばかりですが、精
いっぱい頑張っていきたいと

思います。

特技 サッカー

所属

第3分 団
第2部

氏名

船 本 直 希

年齢21歳

好きな女性のタイプ

大人のお姉さん

先輩から一言

操法競技会後の打ち上げ
を練習以上に頑張ったみた
いですが、体には気を付け
てください。

興馴 叛 音,
ぬ くゆ

^「 氏名
、 殉騨 騨 ・ 仁

近 藤 祐 喜

年齢18歳

特技 バスケットボール

好さな女性のタイプ

優しい人

先輩から一言

大いに期待している!

頑張れ!!!

圖
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響ポンプの部第5分 団第1部優勝

夢 4

催されました。

吾B22チーム、小型ポンプの部27チ ームの精鋭たちは、これまでの訓練の成果を、

;は第5分 団第1部(赤 崎町長崎、外ロ)が それぞれ優勝の栄冠を手にしました。

指揮者 森 亨
2番 員 東 善和

4番 員 崎山 文進

紀

也

宰

聖

拓

澤

理

山

熊

亘

崎

員

員

欠

番

番
1

3
補

指揮者 新沼 孝行
2番 員 佐野 清貴
4番 員 高橋 明彦

1番員 船本 直希
3番 員 金野 裕司

補 欠 木下 啓悟

険

僥1勝した 第与多〉㊥ 第2部

覆手G)昏 亡 ん よ り・一言

5-2に と って、 ぜ っ たい に 負 け られ な い 戦 い

だ った の で、 正 直ホ ッと して いま す。

苦しいときも、頑張って良かったです。今年も

優勝できたので、来年も優勝できると思います。

昨年は、県大会で悔しい思いをしたので、来年

は県大会で優勝したいです。

地域の皆さんや団員の応援、何よりも家族の支

えがあって勝つことができました。

瓢
いろいろサポートしてくれた、部長はじめ団員

みんなのおかげで優勝することができました。

プ
」

第2分 団第1部

纈 麺奪度大船渡市消防操法競技会成績⊂4位～10位 》

指揮者 阿部 秀樹1番 員 木下 康 司

2番 員 吉田 聡3番 員 ※志 田拓磨

4番 員 佐藤 祐 一 補 欠 長瀬 知 行

※去る7月10日 に自動車事故で急逝されました志田様
に対し、謹んでご冥福をお祈 り申し上げます。

■■r鼠.

4位 第3分 団第1部(平 地 区) 8位 第10分 団第4部(宮 野地 区)

5位 第8分 団第2部(田 谷 、和 村、 川原 地 区) 9位 第6分 団第3部(佐 野 、沢 田、 中井地 区)
闘
垂6位 第3分 団第3部(永 沢地区)、

團

10位 第4分 団第6部(西 舘 、泊里 、碁 石、三 十 刈、山根 地 区)

7位 第4分 団第3部(小 細 浦、 小河 原、 平地 区)



指揮者 志田 満

2番 員 磯谷 貴実

補 欠 大澤 一真

臓
d

で

鳶
勾留

き寅

d
ポンプ車の部第5分 団第2部 、小

平成21年 度大船渡市消防操法競技会が6月28日 、赤崎町永浜貯木場を会場に開

晴天の中、第9分 団第3部 の三条健一班長の力強い選手宣誓の後、ポンプ車の

詰め掛けた多くの団員や家族の応援の中、遺憾なく発揮しました。

競技の結果、ポンプ車の部は第5分 団第2部(赤 崎町蛸ノ浦)、小型ポンプの吝

1番員 磯谷 皇紀

3番 員 袖野 雄

像箋勝 した 第与多〉㊥ 第1部

撰手G)皆 亡 ん よ り一

選手 それぞれの努力とチームワーク、そ して指導員

の方々の熱意のおかげで優勝することができました。

【
選手として3年 目にして勝ち取った金なので、

とてもうれしいです。

【】歴国唾蟹垂■ ■■■■■
最高にうれしいです。

来年も優勝あるのみ!

【】匿躍訓謹調■圏■■ ■■■■1
体調を崩したり、心が折れそうになったけど、自分

で納得するまで訓練できたから優勝できました。

獣
虚

ダ

第5分 団第3部

指揮者 小菅 直人
2番員 志田 玄紀
補 欠 志田 欣之

蜀 鑓 塾 藍}一 一.膿

1番 員 志田 広隆

3番 員 志田 博行

喰 ア

第9分 団第3部

醜
魎

江

江

鍛
叢

轡

幡
旙

強聾

賢
乱

条
江
野

避
三
近
船

嚢
霧
十
」」

臥2
T

盆 二.

彰

崇

(

船渡市消防操法競枝会成績{4位 ～10位}

,ロ4位 第11分 団第4部(浦 浜 地 区)
一 ゴ

8位i第2分 団第4部(須 崎地 区)
」鴎.

醐5位高 馬 一5一一=一 一一

瓢6位

「 「 「 昂m斤灯臥m印同「r

第10分 団第6部(砂 子 浜、 小石 浜地 区)
一 一 一 一 一r

,

9位}第10分 団第3部(岩 崎、 野形 地 区)
一 一一 一 一 「`一 「`ゴ

第9分 団第5部(田 代 屋 敷、石 橋、 長岩 地 区)
一 π-一 「 一r 1磁 悔 専分団第4部(長 安寺 板刷ll内 地区)1

院=謳
「ずF一`'

第2分 団第2部(中 央通、上 山、赤沢、富沢、地 ノ森地区)
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釜鰻

↑
避
難
す
る
地
域
の
み
な
さ
ん

↑
救
護
訓
練
の
様
子

防
災
(津
波
)訓
練

7
、
6
5
0
人
が
参
加
/

市
民
総
動
員
で
対
応
確
認

平
成
21
年
度
防
災
(津
波
)
訓
練
は
、
5
月

24
日
、
赤
崎
小
学
校
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
6
時
ご
ろ
に
大
船
渡
市
内
で
震

度
6
弱
の
地
震
が
あ
り
、
家
屋
倒
壊
や
停
電
、

断
水
の
ほ
か
、
沿
岸
地
域
に
最
大
10
メ
ー
ト

ル
の
津
波
が
来
襲
、
建
物
火
災
が
発
生
し
、

延
焼
拡
大
の
危
険
が
あ
る
と
の
想
定
で
行
わ

れ
、
市
民
7
、
6
5
7
人
が
参
加
。

主
会
場
と
な
っ
た
赤
崎
小
学
校
で
は
、
多

数
の
住
民
が
参
加
し
、
水
消
火
器
を
使
用
し

た
初
期
消
火
訓
練
や
け
が
人
の
搬
送
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
真
剣
に
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、
水
門
の
閉
鎖
や
各
分
団
管
内

で
火
災
防
御
訓
練
に
あ
た
り
ま
し
た
。

大船渡市消防団長表彰
一 般 功 労 表 彰 平成21年5月31日 、 カメ リァホ ール にて表彰

大船渡市消防団長より、消火 ・救助活動などで特
に功労のあった1団体と17名の方々に、消防団長特別

功労表彰が授与されました。受賞された方々をご紹介
いたします。おめでとうございます。

菅 野 吉 郎 伊 藤 長 生 平成21年4月5日 に、 日頃市町庄

五郎新 田地内休耕 田で発 生 した火災

に際 し、早期通報 ・初期消火に努 め、

延焼拡大 を未然 に防止 しました。

※8名 は 日頃市町在住

千 田 尚 順 佐 藤 裕

伊 藤 徳 平 新 沼 範 男

伊 藤 省 吾 伊 藤 正 徳
'団体表彰

・団員感謝状 平成21年5月24日 、消防表彰式(大 船渡市春季消防演習)に て表彰

第5分 団第3部(赤 崎町字清水、合足地区)
平 成20年8月8日 に行われた、岩手県 消防操法競技 会にお いて準優勝 という

輝か しい成績 をおさめ、大船 渡市消防団の操法技術の高 さを県下 に示 しました。

川 畑 武 春
第11分 団第6部 所属

(三陸 町越喜来字崎浜地 区)

平 成21年1月18日 に、三陸 町越喜来 崎浜漁港 内で発 生 した車両海 中水没事故

で救助活動 を行 いました。
岩 城 史 朗

新 沼 優

磯 谷 皇 紀
第5分 団第1部 所属

(赤崎 町字長 崎、外 口地 区)

平 成21年3月22日 に、 リアス ホール で開催 され た 「NHKの ど自慢 」 に出演

し大船渡市消 防団の心意気 を全国 に示 しました。
大 澤 一 真

磯 谷 貴 実

坂 本 学
第11分 団第1部 所属

(三陸 町越喜来字崎浜地 区)

平 成21年5月4日 に、三陸 町越喜来 湾内で発 生 した海難事故で救助活 動 を行

いました。

L
団員感謝状 平成21年6月28日 、大船渡市消防操法競技会にて表彰

加 藤 由 輝
第12分 団第4部 所属

(三陸 町吉浜字千歳地 区)

平成21年6月5日 に、三陸 町吉浜 千歳漁港 内で発 生 した海難事故 で救 助活動

を行 いました。

一 団員感謝状 平成21年8月4日 、大船渡消防署にて表彰

三 条 健 一・
第9分 団第3部 所属

(日頃市町字平 山、小通地 区)

平 成21年7月20日 に、三陸 町綾 里野々前漁港 内で発生 した海難事 故で救助活

動及 び心肺蘇 生法 を行 いました。

==コ ー7コ=・イス 綴 扮 恥
所属

第5分 団

第2部
氏名

笠 原 大 広

年齢20歳

特技 天然パーマ

好きな女性のタイプ

自分より小さい人

先輩から一言

先輩方からの指導をよく

聞いて、地域のために頑張っ
てください。

所属

第6分 団

第3部
氏名

大 森 尚

難 齢27歳

特技 サッカー

好きな女性のタイプ

めんこい人

先輩から一言

早く消防活動を理解して、今

後入団してくる後輩達の見本に

なれるよう、頑張って欲しい。

所属

第7分 団

第3部
氏名

伊 藤 大 寿

年齢21歳

特技 洗い物
趣味 バスケットボール

消防団に対しての希望

入団したばかりで何もわ

かりませんが、 精いっぱい

火災予防に務めさせていた

だきますので、温かい目で

見守っていてください。

所属

第8分 団

第1部1
氏名i

今 野 一 洋i

年齢23歳i

特技 里予球

趣味 ヤマメ釣り

先輩から一言

消防 活動 を通 して、 多く

の出 会いがあります。 その
一つ一つを大切 に、頑 張っ

ていきましょう。

囹



「退

団
者

あ

い
さ

つ

大船渡市消防団
前団長

紀 室 若 男

 

こ
の
た
び
3
月

31
日
を
も

っ
て
大
船

渡
市
消
防
団
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
51
年
8
月
の
入
団
以
来
、
32
年
8

カ
月
間
微
力
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
諸
先
輩
を
は
じ
め
団
員
の
方
々
、

そ
し
て
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
あ
ら
た
め
ま
し

て
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
当
時
本
部
長
の
任
に

あ

っ
た
平
成
13
年

11
月
に
は
、
大
船
渡

市
と
三
陸
町
と
の
自
治
体
合
併
と
同
時

に
消
防
団
の
合
併
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
4
月
に
消
防
団
長
を
拝
命

し
、
平
成

18
年
2
月
に
は
大
船
渡
市
消

防
団
の
長
い
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
の

.(

(

平
成
21
年
3
月
31
日
付
を
も

っ
て
退
団
し
た
幹
部

の
方
を
代
表
し
、

紀
室
若
男
前
消
防
団
長
に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
日
夜
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
先

輩
諸
兄
の
功
績
と
、
常
日
ご
ろ
の
消
防

団
活
動

へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、
消
防
団
と
し
て
最
高
位
の
表
彰
で

あ
り
ま
す
日
本
消
防
協
会

「特
別
表
彰

ま
と
い
」
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。
厳

粛
な
式
典
の
中
で
指
揮
を
執
ら
せ
て
い

た
だ

い
た
こ
と
は
、
私

の
団
活
動
の
中

で
最
高

の
思
い
出
で
あ
り
、
つ
い
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
団
長
職

の
4
年
間
で
そ
れ
ま

で
年
間
16
件
を
数
え
た
火
災
件
数
が
、

年
平
均
10
件
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
団
員
の
皆
さ
ん
の
予
防
活
動
と
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

の
方
々
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の
高

揚
の
た
ま
も
の
と
、
深
く
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

昨
年
6
月
に
発
生
し
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た

「岩
手

・
宮
城
内
陸
地

震
」
、
そ
し
て
、
近
い
将
来
発
生
す
る

鱗
蕪
　難

麟 い
ま
す
。
今
野
団
長
の
も
と
さ
ら
に

一

致
団
結
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
安

全
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
、

融
和
を
も
っ
て
取
り
組
み
飛
躍
し
て
く

だ
さ
い
。

消
防
団
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
地
域

社
会
に
と
っ
て
も
無
く
て
は
な
ら
な
い

団
体
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

温
か
い
ご
厚
情
を
私
の
大
き
な
財
産
と

し
て
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
社
会
に
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
た
い
へ
ん
長
い
間
良
い

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
大
船
渡
市
消
防
団
の
ま
す

ま
す
の
隆
盛
と
ご
活
躍
、
そ
し
て
大
船

渡
市
の
無
火
災
、
無
災
害
を
祈
念
し
、

お
世
話
に
な

っ
た
多
く
の
方
々
へ
感
謝

し
な
が
ら
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
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所属

第12分 団

第1部
氏名

白木澤 朋宏

年齢22歳

特技 スポーツ

好きな女性のタイプ

戸田恵梨香

先輩から一言
これからの消防団活動を

担う若者として、頑張って欲

しいです。

所属

第11分 団

第5部
氏名

山 崎 武

年齢23歳

趣味 釣りゲーム

好きな女性のタイプ

清楚な人

先輩から一言

基本をしっかり習得し、先

輩を見習い、頼れる団員に
成長して欲しいと願います。

所属

第10分 団
第1部

氏名

福 山 貴 司

年齢24歳

特技 スポーツ全般
好きな女性のタイプ

気配りの出来る人
先輩から一言

10-1に とって久々の20代

前半の団員です。力を合わ
せて、共に頑張っていきましょ

う!

所属

第9分 団

1第5部
.,μ 氏 名

公 佐 木々康元
年齢20歳

特技 携帯早打ち

趣味 ドライブ

先輩から一言

わが部にようこそ1

君の能力と時代感覚に大

いに期待しています。

國



ら…≡…、い 』画 嘲読5毛虜 れ ㌔藤養一《罫し た
「平成21年3月31日 付で

大船渡市消防団を退団 した方 々です」
退団当時

氏 名
退団当時

氏 名
退団当時

氏 名
所 属 階 級 所 属 階 級 所 属 階 級

団本部
団 長 紀 室 若 男 6-1 団 員 志 田 俊 也 10-5 部 長 塩 口 博 樹

副団長 金 野 和 夫
6-2

部 長 東 知 明
10-6

部 長 大 坪 幸 弘

1-1 部 長 嶋 村 裕 司 団 員 佐 藤 竜 一 班 長 小 坪 定 一

1-4 部 長 佐々木 道 博 7一 本 分団長 田 村 裕 和 11一 本 班 長 東 義 勝

2一 本 部 長 佐 藤 雅 俊 7-3 班 長 佐々木 献
11-1

班 長 岡 澤 昭 彦

2-1
団 員 川 畑 光 史 8一 本 班 長 佐 藤 利 伸 班 長 寺 嶋 浩 幸

団 員 菊 池 隆 行
8-1

団 員 佐々木 高 徳 11-3 団 員 佐 川 利 光

2-3 団 員 湊 茂 樹 団 員 金 将 太

11-5

班 長 田 村 力 也

2-4
部 長 佐 藤 昭 博

8-2
班 長 今 野 秀 彦 団 員 田 中 敏 彦

団 員 新 沼 健 二 団 員 上 野 昭 彦 団 員 前 田 悟

3一 本 分団長 熊 谷 節 男
8-3

班 長 千 葉 由 明 11-6 団 員 中 嶋 隆 広

3-2 部 長 齊 藤 徳 雄 班 長 菅 生 修 二

11-7

団 員 西 村 義 彦

3-3
部 長 新 沼 清 春

9-1

団 員 村 上 辰 徳 団 員 及 川 能 明

団 員 新 沼 宏 之 団 員 佐々木 聖 団 員 中 嶋 聖

4-1 班 長 及 川 昇 悦 団 員 佐 藤 秀 佳
12一 本

部 長 佐 藤 準 悦

4-2 部 長 滝 田 哲

9-3

部 長 三 条 和 広 団 員 白木澤 隆 博

4-4 部 長 上 部 俊 哉 班 長 船 野 貴 久

12-1

部 長 金 野 隆 樹

4-6
部 長 佐々木 栄 一 団 員 船 野 親 男 班 長 岡 崎 賢 治

班 長 大和 田 信 一 10一 本 分団長 伊 藤 力 也 班 長 木川田 大 典

5一 本 分団長 亘 理 英 敏 10-1 班 長 東 川 賢 悦 団 員 菊 地 敬 三

5-2
部 長 石 橋 由 也

10-2
班 長 仮 谷 剛一郎 団 員 木川田 順 彦

団 員 千 葉 雅 史 班 長 紀 室 良 12-2 部 長 鈴 木 郁 也

5-3 部 長 志 田 茂 明 10-3 部 長 天 野 修 一 12-3 団 員 佐々木 克 哉

6一 本 分団長 安 田 由紀男
10-4

部 長 岩 渕 隆 博
計73名

6-1 部 長 小 松 格 団 員 佐々木 太一郎

・ 、～ ε ㌦,凸 舐
.
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連

絡

先
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大

船

渡

消
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署
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綾

里

分

遣
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1
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1
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r【n'

鋤,団 鱈 集.所 渡 地 団 に鋤 れ'の は常 顛

艀
班
厘

身
鼻
黛
7
層

消
防
団
は
、

「自
分
た
ち

の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
で
活
動
し
、

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
ま
す
。

◎
消
防
団

の
待
遇

消
防
団

は
、
権
限
と
責
任
を

有
す
る
非

勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。
普
段

仕
事
を
も
ち
な
が
ら

郷
土
愛
護

精
神
に
よ

っ
て
活
動

し
て
お
り

公
務
災
害
補
償
な
ど

が
受
け
ら

ま
す
。
ま
た
、
年
額

報
酬
や
出

手
当
、
退
団
時
に
は

退
職
報
償

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

消
防
団

興
味
を
持
た
れ
た
方

や
、
消
防

へ
の
入
団
を
希
望
す

る
方
は
、

域
の
消
防
団
員
、
ま

た
は
大
船

消
防
署

・
三
陸
分
署

・

綾
里
分
遣

に
そ
の
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
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團
集
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よ
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一

乗

、
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β
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4
郵

・
へ

一
♪

餌義

翫

し

.磁

・

'

譜較
轡

新
体
制
と
な
り

『
さ
あ
、
や
る
ぞ
!
』

と
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
火
災
が
相
次
ぎ
出
ば
な
を
く

じ
か
れ
ま
し
た
が
、
結
束
を
さ
ら
に

強
め
、
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

6
月
下
旬
に
は
、
消
防
団

の
熱
い

夏
!
消
防
操
法
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、

朝

・
昼

・
夜
と
訓
練
に
励
む
団
員
の

心
意
気
が
大
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
通
じ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
編
集
部

一
同
、
よ
り
よ
い

消
防
団
だ
よ
り
と
す
る
た
め
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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